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はじめに 

 
１．はじめに 
 
本サンプルプログラムは、Visual Basic 6.0と e-mapSDKを使用して、ACT距離計算サービスの
呼び出し方法を習得するためのプログラムです。本サンプルプログラムは、ACT距離計算サービ
スの機能のうち、次の機能を実装しています。 

 
・ルート計算機能 
・最短ルート計算機能 
・到達圏／流入圏計算機能 
・片道一括計算機能 

 
本サンプルプログラムでは、「ACT距離計算サービス－Win32 ブリッジ DLL」を使用したプロ
グラミングを行っています。本サンプルプログラムを参考にして頂くことで、既存システムへの

組み込みや独自アプリケーションの開発が容易になります。 
 
 
 
 
 

ACT距離計算
サービス-Win32
ブリッジ DLL 

VB6用 
ヘッダファイル 

e-mapSDK 
 
ActiveX コントロール 
・ZDCMap（地図） 

・ZDCCertify（認証） 

ACT距離計算
サービス-Win32
ブリッジ DLL 

Visual Basic 6.0  
 
 

 
 
 

インターネット

ゼンリンデータコムサーバ 

距離計算サービス 
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稼働環境・開発環境 

 
２．稼働環境・開発環境 
 
本サンプルプログラムは、次の稼働環境、開発環境でコンパイル、実行することができます。 
 
（１）稼働環境 

・OS：Windows XP(SP3以降) 
・地図システム：e-mapSDK 
・ランタイムライブラリ：Visual Basicランタイム 6.0 SP6 
・コモンコントロール：MSCOMCTL.OCX 6.01.9782 
・その他：インターネットへの接続ができる環境 

 
 
（２）開発環境 

・言語：Visual Basic 6.0 SP6 
・地図システム：e-mapSDK 
・その他：インターネットへの接続ができる環境 

 
 
本サンプルプログラムには、Visual Basic 、e-mapSDKは含まれておりません。別途ご用意く
ださい。 
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使用方法 

 
３．使用方法 
 
（１）コンパイル方法 

本サンプルプログラムのコンパイルは、Visual Basic 6.0で行います。 
Visual Basic 6.0を起動して、［ファイル－プロジェクトを開く］メニューを選択し、プロ
ジェクトファイル” Samplee-map.vbp”を指定します。次に［ファイル－Samplee-map.exe
の作成］メニューを選択し、コンパイルを行います。 

 
 
（２）起動方法 

コンパイルにより生成された実行モジュール” Samplee-map.exe”を起動します。起動すると
次のような画面が表示されます。画面上部には初期化中と表示された ZDCMap地図 ActiveX
コントロールが表示され、画面下部にはロケーション構造体配列を表示する「計算結果」タ

ブが表示されます。 
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使用方法 

 
（３）e-map認証サーバのログイン 

［ファイル－e-map認証サーバ[ログイン]］メニューを選択します。 
ダイアログにユーザ ID、パスワードを入力し、「OK」ボタンを押下します。 
 

 
 
 

ログインに成功すると、ZDCMap地図 ActiveXコントロールに地図が表示されます。 
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logies, Inc. 

（補足）［ファイル－e-map認証サーバ[ログイン]］メニューは、e-map認証サーバの
ログインに成功すると、［ファイル－e-map認証サーバ[ログアウト]］メニュー
に変更されます。e-map認証サーバからログアウトする場合は、［ファイル－
e-map認証サーバ[ログアウト]］メニューを選択してください。 

 
 
 
 
 



使用方法 

 
（４）計算用道路データの選択 

［ファイル－計算用道路データ選択］メニューを選択します。 
ダイアログにユーザ ID、パスワード、管理サーバのエンドポイント URLを入力し、「次へ」
ボタンを押下します。この際、管理サーバの「計算用道路データ情報取得サービス」が呼び

出され、利用可能な計算用道路データの情報を取得しています。 
 

 
 
 
表示された計算用道路データの中から計算に使用したい計算用道路データを選択し、「完

了」ボタンを押下します。 
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使用方法 

 
（５）ルート計算/最短ルート計算実行 

ルート計算/最短ルート計算を行う場合の操作方法を示します。 
 

ツールボタンの「道路点選択」ボタンが押下されていることを確認します。 
 

 

道路点選択 

 
 
 
 
地図上で計算したい地点をクリックします。ルート計算の場合は２地点以上、最短ルート計

算の場合は３地点以上を地図上でクリックします。クリックする毎に画面下部の「計算結

果」タブにロケーションの情報が追加されます。 
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使用方法 

 
次に「ルート計算」ボタン、または、「最短ルート計算」ボタンを押下します。 

 

 

ルート計算 

 

最短ルート計算 
 
 
 
 
ルート計算/最短ルート計算で使用するパラメータを設定し、「OK」ボタンを押下します。 
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使用方法 

 
ルート計算/最短ルート計算が成功すると、地図上に所要時間、道のり、走行ルートが表示さ
れます。同時に「計算結果」タブにも所要時間、道のりが表示されます。 
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使用方法 

 
（６）到達圏/流入圏計算実行 

到達圏/流入圏計算を行う場合の操作方法を示します。 
 

ツールボタンの「道路点選択」ボタンが押下されていることを確認します。 
 

 

道路点選択 

 
 
 
 
 
地図上で到達圏/流入圏計算のスタート地点をクリックします。 
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使用方法 

 
次に「到達圏/流入圏計算」ボタンを押下します。 

 

 

到達圏/流入圏計算 

 
 
 
 
到達圏/流入圏計算で使用するパラメータを設定し、「OK」ボタンを押下します。 
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使用方法 

 
到達圏/流入圏計算が成功すると、地図上にスタート地点から指定した時間、道のりでのポリ
ゴンが表示されます。 

 

 
 

 
（補足）「計算結果」タブの「地点 No.」カラムに表示されている“＊”は、到達圏／流

入圏計算、片道一括計算でのスタート地点を表しています。通常、道路点指定で

最初にクリックした地点がスタート点となります。スタート点を他の地点に変更

することも可能です。スタート点を変更する場合には、「計算結果」タブの地点

を選択し、マウスの右クリックを押下し、［到達圏／流入圏計算、片道一括計算

のスタート地点に指定］メニューを選択します。 
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使用方法 

 
（７）片道一括計算実行 

片道一括計算を行う場合の操作方法を示します。 
 

 

道路点選択 

 
 

 
 
ツールボタンの「道路点選択」ボタンが押下されていることを確認します。 

 
 
地図上で片道一括計算のスタート地点をクリックします。 
特定の地点までの所要時間、道のりを算出するために、引き続き、地図上でクリックします。

クリックする毎に画面下部の「計算結果」タブにロケーションの情報が追加されます。 
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使用方法 

 
 

次に「片道一括計算」ボタンを押下します。 
 

 
 

片道一括計算 
 
 
 
 
 
片道一括計算で使用するパラメータを設定し、「OK」ボタンを押下します。 
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使用方法 

 
片道一括計算が成功すると、地図上にスタート地点からロケーションまでの所要時間、道の

りが表示されます。同時に、「計算結果」タブにも所要時間、道のりが表示されます。
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使用方法 

 
（８）ツールボタン 

ツールボタンの機能は次の通りです。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

項番 名称 機能 

1 道路点選択 地図上で道路点を選択します。 

2 地図移動 地図を移動します。 

3 拡大 地図を拡大します。 

4 縮小 地図を縮小します。 

5 画面クリア 地図上のオブジェクトを削除します。 

6 道路点クリア 道路点情報を削除します。 

7 ルート計算 ルート計算を実行します。 

8 最短ルート計算 最短ルート計算を実行します。 

9 到達圏/流入圏計算 到達圏/流入圏計算を実行します。 

10 片道一括計算 片道一括計算を実行します。 

道路点選択 拡大 画面クリア ルート計算 
到達圏/流
圏計算入  

地図移動 縮小 道路点クリア 
最短 

ルート計算 
片道一括

計算 
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使用方法 

 
（９）地図操作 
地図操作の使用方法を次に示します。 

 
機能 コントロール メニュー 解説 

道路点選択  
［道路点指定－ 
道路点選択］ 

クリックした地点を道路点と

して選択する。 

  
［表示－地図移動］ 

ドラッグし、地図の中心を移

動する。また、ダブルクリッ

クし、地図の中心を移動する。 
地図移動 

「計算結果」タ

ブの地点のダブ

ルクリック 
 

地点の緯度・経度で地図の中

心を移動する。 

 
［表示－拡大］ 
［表示－縮小］ 

マウスポインタの位置を地図

の中心に移動し、拡大・縮小

する。 

［表示－縮尺］ 
選択した縮尺で地図を拡大・

縮小する。 
拡大・縮小 

 

地図コンテキスト 
メニュー 

マウスポインタの位置を地図

の中心に移動し、選択した縮

尺で地図を拡大・縮小する。 

画面クリア 
 

［表示－画面クリア］ 
地図上の描画オブジェクトを

削除する。 

ボタン 

ボタン 

ボタン 

ボタン 

ボタン 

道路点クリア 
 ［道路点指定－ 

道路点クリア］ 
道路点情報を削除する。 

文字サイズ  ［表示－文字サイズ］ 文字サイズを変更する。 

ボタン 
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プロジェクト構成 

 
４．プロジェクト構成 
 
サンプルプログラムのプロジェクトファイル（”Samplee-map.vbp”）は、サンプルプログラムセッ
トをインストールしたフォルダ下の Sample¥e-map-VB6フォルダ下に格納されます。 
サンプルプログラムのプロジェクトのモジュールは次の通りです。 
 
プロジェクトファイル：Samplee-map.vbp 

Sample¥ ACT距離計算サービス 各種サンプルプログラム格納用フォルダ 

e-map-VB6¥ プロジェクトファイル、ソースファイル、実行モジュール格納用フォルダ 

Resource¥ リソースファイル格納用フォルダ 

CalcArea.bmp 到達圏/流入圏計算用ツールボタンイメージファイル 

CalcOneWay.bmp 片道一括計算用ツールボタンイメージファイル 

CalcOptRoute.bmp 最短ルート計算用ツールボタンイメージファイル 

CalcRoute.bmp ルート計算用ツールボタンイメージファイル 

ClearMap.bmp 画面クリア用ツールボタンイメージファイル 

ClearNodes.bmp 道路点クリア用ツールボタンイメージファイル 

Point.ico 地点表示用アイコンファイル 

PointSelect.bmp 道路点選択用ツールボタンイメージファイル 

ScrollMap.bmp 地図移動用ツールボタンイメージファイル 

ScrollMap.cur 地図移動用カーソルファイル 

ZoomIn.bmp 地図拡大用ツールボタンイメージファイル 

ZoomIn.cur 地図拡大用カーソルファイル 

ZoomOut.bmp 地図縮小用ツールボタンイメージファイル 

ZoomOut.cur 地図縮小用カーソルファイル 

AboutForm.frm 
AboutForm.frx 

バージョン情報表示用フォームモジュール 

AreaForm.frm 
AreaForm.frx 

到達圏/流入圏計算パラメータ設定フォームモジュール 

CertifyForm.frm 
CertifyForm.frx 

e-map認証サーバ ユーザ ID / パスワード入力フォーム 

DCWSInc.bas ACT距離計算サービス－Win32 ブリッジ DLL VB6用 ヘッダファイル 

DWSBrdge.dll ACT距離計算サービス－Win32 ブリッジ DLL 

IniFile.cls 汎用 INIファイル入出力クラスモジュール 

MainForm.frm 
MainForm.frx 

ACT距離計算サービス サンプルプログラム メインフォームモジュール 

Mape-map.cls e-mapSDKインターフェイスクラスモジュール 

OneWayForm.frm 
OneWayForm.frx 

片道一括計算パラメータ設定フォームモジュール 

ReadMe.txt ReadMeファイル 

RoadForm.frm 
RoadForm.frx 

計算用道路データ選択ウィザード 2/2（計算用道路データ選択）フォームモジュール 

RouteForm.frm 
RouteForm.frx 

ルート計算/最短ルート計算パラメータ設定フォームモジュール 

Samplee-map.vbp プロジェクトファイル 

ServerForm.frm 
ServerForm.frx 

計算用道路データ選択ウィザード 1/2（接続先サーバ設定）フォームモジュール 

SubMain.bas スタートアップソースモジュール 
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５．クラス・構造体 
 
（１）クラス・構造体一覧 
サンプルプログラムのクラス・構造体は次の通りです。 

 
クラス・構造体 説明 

MainForm サンプルプログラムのメインフォームクラス。 

Loc ロケーション構造体。 

GeoLoc ジオロケーション構造体。 

Pnt ポイント構造体。 

Rn 経由道路名構造体。 

Trd 経由有料道路構造体。 

Param パラメータ構造体。 

CAParam 到達圏/流入圏計算用パラメータ構造体。 

COWParam 片道一括計算用パラメータ構造体。 

Environ 環境設定構造体。 

NWInfo 計算用道路データ情報構造体。 

Mape-map 

e-map ラッパークラス。Loc ロケーション構造体と Pnt ポイン
ト構造体を引数としてDrawDistCalcRouteメソッドをコールす
る こ と に よ り 、 地 点 、 走 行 ル ー ト を 描 画 し ま す 。

DrawDistCalcAreaメソッドをコールすることにより、地点、ポ
リゴンを描画します。DrawDistCalcOneWayメソッドをコール
することにより、地点、計算結果を描画します。 

ServerForm 

ACT距離計算サービスにアクセスするための Environ環境設定
構造体を設定するフォームクラス。Environ環境設定構造体を引
数として ShowDialog メソッドをコールすることによりフォー
ムを表示します。 

RoadForm 
計算用道路データを選択するフォームクラス。NWInfos 計算用
道路データ情報構造体配列を引数として ShowDialog メソッド
をコールすることによりフォームを表示します。 

RouteForm 

ルート計算/最短ルート計算で使用するパラメータを取得/設定
するフォームクラス。Param パラメータ構造体を引数として

ShowDialog メソッドをコールすることによりフォームを表示
します。 
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クラス・構造体 

 
クラス・構造体 説明 

AreaForm 

到達圏 /流入圏計算で使用するパラメータを取得 /設定する
フォームクラス。CAParam パラメータ構造体を引数として

ShowDialog メソッドをコールすることによりフォームを表示
します。 

OneWayForm 
片道一括計算で使用するパラメータを取得/設定するフォームク
ラス。COWParamパラメータ構造体を引数として ShowDialog
メソッドをコールすることにより、フォームを表示します。 

AboutForm バージョン情報を表示するフォームクラス。 

CertifyForm  e-map認証サーバ ユーザ ID/パスワード入力フォーム。 

IniFile 汎用 INIファイル入出力クラス。 
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クラス・構造体 

 
（２）クラス・構造体関連図 
 

次の６タイミングでの処理フローとクラス・構造体関連図を示します。 
 

（ａ）e-map認証サーバログイン時 
（ｂ）計算用道路データ選択時 
（ｃ）道路点選択時 
（ｄ）ルート計算/最短ルート計算選択時 
（ｅ）到達圏/流入圏計算選択時 
（ｆ）片道一括計算選択時 

 
※各処理フローの数字は、クラス・構造体関連図の矢印に対応します。 
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クラス・構造体 

 
（ａ）e-map認証サーバログイン 

 
e-map認証サーバログインの処理フローは次のとおりです。 

 
１ ユーザ ID とパスワードを入力するための               

CertifyFormフォーム（右図）を表示します。 
 
 
 

２ CertifyForm フォームの「OK」ボタン押下時に、入力したユーザ ID とパスワードを
Mape-map e-mapラッパーオブジェクトに渡します。 

 
３ Mape-map e-mapラッパーオブジェクトが e-map認証サーバにログインします。 

 
４ 認証結果が、e-map認証サーバからMainFormに通知されます。 

 
５ Mape-map e-mapラッパーオブジェクトが ZDCMap地図 ActiveXコントロールに地図 

サーバ情報を設定します。 
 
 

（次ページへ続く） 
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クラス・構造体 

 
（前ページより続き） 
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クラス・構造体 

 
（ｂ）計算用道路データ選択 

 
計算用道路データ選択の処理フローは次のとおりです。 

 
１ MainForm フォームの NWInfo 計算用道路データ情報構造体と管理サーバ用 Environ

環境設定構造体を、ServerFormフォームにコ
ピーします。Environ環境設定構造体のメンバ
（ユーザ ID、パスワード、管理サーバエンド
ポイント URL）を各コントロールに設定し、
ServerFormフォーム（右図）を表示します。 

 
２ ServerFormフォームの Environ環境設定構造体を ACT距離計算サービス－Win32ブ

リッジ DLLに設定します。 
 

３ ACT距離計算サービス－Win32ブリッジDLLのACT_DCWS_GetUsableNWInfosCou 
nt 関数を呼び出し、計算用道路データ情報構造体数を取得します。この時、ACT 距離
計算サービス－Win32ブリッジ DLLは計算用道路データ情報取得サービスを呼び出し、
全ての計算用道路データ情報を取得します。 

 
４ ACT 距離計算サービス－Win32 ブリッジ DLL から計算用道路データ情報を NWInfos

計算用道路データ情報構造体配列に取り込みます。 
 

５ ServerForm フォームの NWInfos 計算用道路データ情報構造体配列と NWInfo 計算用
道路データ情報構造体をRoadFormフォームにコピーします。NWInfos計算用道路デー
タ情報構造体配列のメンバをフォームコン

トロールにリストすると共に、NWInfo 計算
用道路データ情報構造体に設定されている

計算用道路データを選択状態に設定し、

RoadFormフォーム（右図）を表示します。 
 

６ RoadFormフォームの「完了」ボタン押下時に、選択した計算用道路データの NWInfo
計算用道路データ情報構造体を MainForm フォームの NWInfo 計算用道路データ情報
構造体にコピーします。また、この時、ServerFormフォームで設定したユーザ ID、パ
スワード、管理サーバエンドポイント URL を MainForm フォームの管理サーバ用

Environ環境設定構造体にコピーします。 
 

（次ページへ続く） 
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クラス・構造体 

 
（前ページより続き） 
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クラス・構造体 

 
（ｃ）道路点選択 

 
道路点選択の処理フローは次のとおりです。 

 
１ ZDCMap 地図 ActiveX コントロールをクリックすることにより、その地点の緯度、経

度情報を取得します。この時、新たに Locロケーション構造体を生成し、そのメンバに
クリックした地点の緯度、経度情報を設定します。 

 
２ ACT距離計算サービス－Win32ブリッジ DLLに、生成した Locロケーション構造体を

追加します。 
 

３ ZDCMap地図 ActiveXコントロール上でクリックした地点に地点 No.を表示します。 
 

（次ページへ続く） 
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（前ページより続き） 
 

ACT距離計算 
サービス 

（距離計算サーバ） 

（管理サーバ） 

ACT距離計算サービス 
サンプルプログラム 

MainFormフォーム 

Param 

Loc NWInfo 

Environ 
 

管理 
サーバ用 

Pnt Rn 

Trd 

Environ 
 

距離計算 
サーバ用 

ZDCCertify 

Mape-map 

ZDCMap 

2 

3 

1 

NWInfos 

NWInfo 

Environ 

ServerFormフォーム CertifyFormフォーム 

Param 

AreaFormフォーム 

Param 

RouteFormフォーム 

NWInfo 

NWInfos 

RoadFormフォーム 

ACT 
距離計算 
サービス

－Win32 
ブリッジ 

DLL 

ZDC地図配信システム 

 
 
 
 

Advanced Core Technologies, Inc.
－26－

 



クラス・構造体 

 
（ｄ） ルート計算/最短ルート計算 

 
ルート計算/最短ルート計算の処理フローは次のとおりです。 

 
１ MainForm フォームの Param パラメータ構造体 RouteForm          

フォームにコピーします。Param パラメータ構造体のメンバ

をフォームコントロールに設定し、RouteForm フォーム（右

図）を表示します。 
 
 
 

２ RouteForm フォームの「OK」ボタン押下時に、RouteForm フォームで設定されたパ

ラメータをMainFormフォームの Paramパラメータ構造体に設定します。 
 

３ MainFormフォームの管理サーバ用 Environ環境設定構造体を ACT距離計算サービス
－Win32ブリッジ DLLに設定します。 

 
４ MainFormフォームの使用したい計算用道路データの情報を格納したNWInfo計算用道

路データ情報構造体を引数として、ACT 距離計算サービス－Win32 ブリッジ DLL の
ACT_DCWS_GetUsableDCServer 関数を呼び出します。ACT 距離計算サービス－
Win32ブリッジ DLLは距離計算サーバ取得サービスを呼び出し、距離計算サーバの情
報を取得します。 

 
５ ACT 距離計算サービス－Win32 ブリッジ DLL から距離計算サーバの情報を取り込み、

MainFromフォームの距離計算サーバ用 Environ環境設定構造体に設定します。 
 

６ MainFromフォームの Paramパラメータ構造体を、ACT距離計算サービス－Win32ブ
リッジ DLLに設定します。 

 
７ ACT距離計算サービス－Win32ブリッジ DLLの ACT_DCWS_Invoke関数を呼び出し

ます。この時、ACT距離計算サービス－Win32ブリッジ DLLは、距離計算サービスを
呼び出します。 

 
８ ACT 距離計算サービス－Win32 ブリッジ DLL の ACT_DCWS_GetLoc 関数、

ACT_DCWS_GetPnt関数、ACT_DCWS_GetRn関数、ACT_DCWS_GetTrd関数を呼
び出し、MainFormフォームの Locロケーション構造体、Pntポイント構造体、Rn経
由道路名構造体、Trd経由有料道路構造体を更新します。 

 
（次ページへ続く） 
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クラス・構造体 

 
（前ページより続き） 
 
９ Loc ロケーション構造体、Pnt ポイント構造体のメンバを利用して、ZDCMap 地図

ActiveX コントロール上に地点、走行ルート等を描画します。また、Loc ロケーション
構造体のメンバを「計算結果」タブ、Rn 経由道路名構造体のメンバを「経由交差点情
報」タブ、Trd経由有料道路構造体のメンバを「有料道路明細」タブに表示します。 
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クラス・構造体 

 
（ｅ）到達圏/流入圏計算 

 
到達圏/流入圏計算の処理フローは次のとおりです。 

 
１ MainForm フォームの CAParam パラメータ構造体を           

AreaForm フォームにコピーします。CAParam パラメータ構

造体のメンバをフォームコントロールに設定し、AreaForm
フォーム（右図）を表示します。 

 
 
 

２ AreaForm フォームの「OK」ボタン押下時に、AreaForm フォームで設定されたパラ

メータをMainFormフォームの CAParamパラメータ構造体に設定します。 
 

３ MainFormフォームの管理サーバ用 Environ環境設定構造体を ACT距離計算サービス
－Win32ブリッジ DLLに設定します。 

 
４ MainFormフォームの使用したい計算用道路データの情報を格納したNWInfo計算用道

路データ情報構造体を引数として、ACT 距離計算サービス－Win32 ブリッジ DLL の
ACT_DCWS_GetUsableDCServer 関数を呼び出します。ACT 距離計算サービス－
Win32ブリッジ DLLは距離計算サーバ取得サービスを呼び出し、距離計算サーバの情
報を取得します。 

 
５ ACT 距離計算サービス－Win32 ブリッジ DLL から距離計算サーバの情報を取り込み、

MainFromフォームの距離計算サーバ用 Environ環境設定構造体に設定します。 
 

６ MainFromフォームの CAParamパラメータ構造体を、ACT距離計算サービス－Win32
ブリッジ DLLに設定します。 

 
７ ACT距離計算サービス－Win32ブリッジ DLLの ACT_DCWS_CalcArea関数を呼び出

します。この時、ACT距離計算サービス－Win32ブリッジ DLLは、距離計算サービス
を呼び出します。 

 
８ ACT距離計算サービス－Win32ブリッジ DLLの ACT_DCWS_GetPnt関数、を呼び出

し、MainFromフォームの Pntポイント構造体を更新します。 
 

（次ページへ続く） 
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クラス・構造体 

 
（前ページより続き） 
 
９ Pntポイント構造体のメンバを利用して、ZDCMap地図 ActiveXコントロール上にポリ

ゴンを描画します。 
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クラス・構造体 

 
（ｆ）片道一括計算 

 
片道一括計算の処理フローは次のとおりです。 

 
１ MainForm フォームの COWParam パラメータ構造体を        

OneWayForm フォームにコピーします。COWParam パ
ラメータ構造体のメンバをフォームコントロールに設定

し、OneWayFormフォーム（右図）を表示します。 
 
 
 

２ OneWayFormフォームの「OK」ボタン押下時に、OneWayFormフォームで設定され
たパラメータをMainFormフォームの COWParamパラメータ構造体に設定します。 

 
３ MainFormフォームの管理サーバ用 Environ環境設定構造体を ACT距離計算サービス

－Win32ブリッジ DLLに設定します。 
 

４ MainFormフォームの使用したい計算用道路データの情報を格納したNWInfo計算用道
路データ情報構造体を引数として、ACT 距離計算サービス－Win32 ブリッジ DLL の
ACT_DCWS_GetUsableDCServer 関数を呼び出します。ACT 距離計算サービス－
Win32ブリッジ DLLは距離計算サーバ取得サービスを呼び出し、距離計算サーバの情
報を取得します。 

 
５ ACT 距離計算サービス－Win32 ブリッジ DLL から距離計算サーバの情報を取り込み、

MainFormフォームの距離計算サーバ用 Environ環境設定構造体に設定します。 
 

６ MainForm フォームの COWParam パラメータ構造体を、ACT 距離計算サービス－
Win32ブリッジ DLLに設定します。 

 
７ ACT距離計算サービス－Win32ブリッジ DLLの ACT_DCWS_CalcOneWay関数を呼

び出します。この時、ACT距離計算サービス－Win32ブリッジ DLLは、距離計算サー
ビスを呼び出します。 

 
８ ACT距離計算サービス－Win32ブリッジ DLLの ACT_DCWS_GetGeoLoc関数を呼び

出し、MainFormフォームの Locロケーション構造体を更新します。 
 

（次ページへ続く） 
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クラス・構造体 

 
（前ページより続き） 
 
９ Locロケーション構造体のメンバを利用して、ZDCMap地図 ActiveXコントロール上に
地点等を描画します。また、Loc ロケーション構造体のメンバを「計算結果」タブに表示し
ます。 
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